
執行額 486 345 366

計 836 605 497 430 589

繰越し等

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 836 605 497 430 589

補正予算

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

・診療報酬請求については、平成21年11月の請求省令改正により、完全義務化から原則化とし電子媒体による請求も可能となったが、保険医
療機関等、審査支払機関及び保険者を通じた電子レセプト請求の促進を進める。

・「高齢者の医療の確保に関する法律」により、医療費適正化計画の作成、実施及び評価のための調査及び分析に必要な情報（レセプトデータ
等）を収集し、分析・調査を進める。

実施方法 □直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　■その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する計画、
通知等

医療・健康・介護・福祉分野の情報化グランドデザイン

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

レセプトの電子化により、医療保険事務全体の効率化を図るとともに、レセプトデータ等の収集、分析、調査を行い、その分析・調査結果に基づ
いた計画を策定することで、医療サービスの質の向上を図る。

事業開始・
終了(予定）年度 平成１２年度 担当課室 総務課保険システム高度化推進室 井内　努

会計区分 一般会計 施策名
Ⅳ－２－１　全国民に必要な医療を保障できるよう、高齢者医療制度改革を含
め、医療保険制度を安定的・効率的に運営するために取り組む

事業番号 224

　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)
事業名 レセプト電算処理システムの推進に必要な経費 担当部局庁 保険局 作成責任者

計 430 589

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

レセプト分析の体制整備経
費等

395 257 事業内容の見直しによる減

レセプト情報・特定健診等情報デー
タベースシステム機器更新経費 0 289 使用している機器の運用が5年を超えるため機器を更新することによる増

33 42 診療報酬改定対応のため作業量の増加が見込まれることによる増

レセプトの電子請求の普及
促進に必要な経費

1 0

診療報酬情報提供サービス
の維持管理に必要な経費

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

職員旅費
2 0

(   　―     ) (   　―     )

単位当たり
コスト

　　　0.14　　（円／　　件　　） 算出根拠
データベース運用関係経費執行額／レセプト情報等収集件数
（236百万円/164,161万件）

24年度活動見込

レセプト情報等収集件数

活動実績

（当初見込
み）

件
123,839万 152,958万 164,161万 166,749万

(   　―     )

71.1%

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度

23年度
目標値

（26年度）

保険医療機関等、審査支払機関及び保険者を
通じた電子レセプトの請求について原則電子化
を目指す（平成26年度末）。

成果実績 機関 109,766 142,132 157,367 176,977

達成度

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 49.5% 64.9%

執行率（％） 58.1% 57.0% 73.6%



○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。
平成23年度に6件のレセプトデータの第三者への提供を
決定している。

・ 診療報酬請求について 平成21年11月に請求省令を改正し電子媒体による請求も可能となったが 平成23年度から診療報酬の請求方

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。
レセプト情報等の提供に関する有識者会議の議論を踏
まえ、第三者提供に関するガイドラインにより、データの
提供を行っている。

－
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

－

　※類似事業名とその所管部局・府省名

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。
医療機関等におけるレセプト請求の電子化率は着実に
向上している。

－ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。 －

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。 －

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。
レセプト電子化及びレセプト情報等の収集、分析に必要
な経費のみであり、必要なものに限定されている。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・
使
途

△ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

レセプトデータの収集先が特定されること、収集したデー
タをシステムに格納する技術に著作権があること等によ
り随意契約が多くなっているが、適宜、契約内容の見直
しを図っている。

－ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。 －

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。 －

目
的
・
予
算
の
状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。
収集したレセプトデータの分析、調査結果に基づき医療
計画を策定し、医療サービスの質の向上を図る。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

平成18年度の医療制度改革の際に、医療費適正化計画
の作成、実施、評価のための調査分析に必要な情報とし
て、レセプト情報と特定健診等情報を国が収集し、データ
ベースを構築することとなった。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。
一般競争入札の利用、業務内容の見直しを図り、経費
の削減に努めている。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

縮
減

事業実績を踏まえ、レセプト分析の体制整備経費等を見直したことによる削減。（反映額：▲１３８百万円）

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

提言型政策仕分け
テーマ：様々な主体が行っている国民の健康づくりに資する取組みの一体的・効率的推進
提言（取りまとめ）
【総論】
高齢化の進展や医療の高度化による医療費の上昇を抑えながら国民の健康維持を図るためには、まずは国民一人ひとりが意識を高め、自ら生活
習慣を振り返って積極的に健康づくりに取り組むことが欠かせない。セルフケアと健診医療とは両輪であることをふまえ、健診の費用対効果、受診
のモチベーション喚起、データの効率的活用などの視点を強めて果敢に取り組んでいただきたい。

関連する過去のレビューシートの事業番号

285 259

予算監視・効率化チームの所見

一
部
改
善

本事業については、レセプトの電子化により、医療保険事務全体の効率化を図るとともに、レセプトデータ等の収集、分析、調査を行
い、その分析・調査結果に基づいた計画を策定することで、医療サービスの質の向上を図るものであり、事業の必要性の観点から
の評価は概ね妥当であるが、事業実績等を踏まえ引き続きコスト削減の検討を行うよう努めること。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

点
検
結
果

・　診療報酬請求について、平成21年11月に請求省令を改正し電子媒体による請求も可能となったが、平成23年度から診療報酬の請求方
法を原則として電子化としており、平成18年4月時点で14.6％の電子レセプト率が平成24年4月末現在で90.6％となった。平成25年度以降に
ついても、保険医療機関等への電子レセプト請求を行うための環境整備のための支出は引き続き必要と考えている。

・　高齢者の医療の確保に関する法律により、医療費適正化計画の作成、実施及び評価のための調査及び分析に必要なレセプトデータ等
情報を収集しており、平成24年3月末時点での累計件数は約3,648百万件となった。レセプトの電子化の普及が進むことでレセプトデータ等
情報の件数が増加することが見込まれることから、より精度の高い調査・分析を行う事が可能となるため、当該事業への支出は、引き続き必
要と考えている。



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）（単

位：百万円）

厚生労働省

（366百万円）

Ａ．みずほ情

報総研（株）

（４３百万円）

Ｂ.（株）ワンビ

シアーカイブズ

（１百万円）

Ｃ．（株）ＮＴＴ

データ

（８７百万円）

Ｄ．富士通

（株）

（１３７百万円）

Ｅ．社会保険診

療報酬支払基金

（５５百万円）

Ｆ．国民健康

保険中央会

（４３百万円）

【一般競争入札】 【随意契約】 【随意契約】 【随意契約】

【随意契約】 【随意契約】

診療報酬

改定情報、

診療報酬

点数表な

どの情報

提供を

ホーム

ページ上

で行うため

の運用・保

レセプトデー

タ及び特定

健診情報・

特定保険指

導情報の保

管及び集配

業務

レセプト文

字データ

変換ソフト

の保守業

務・当該ソ

フトの利用

者を支援

するため

のサポート

サイトの運

用業務

レセプトデー

タ及び特定

健診情報・

特定保健指

導情報の分

析のための

データベー

スの運用業

務

レセプトデータ

及び特定健診

情報・特定保

健指導情報の

収集業務

レセプト

データの収

集業務

厚生労働省

（366百万円）

Ａ．みずほ情

報総研（株）

（４３百万円）

Ｂ.（株）ワンビ

シアーカイブズ

（１百万円）

Ｃ．（株）ＮＴＴ

データ

（８７百万円）

Ｄ．富士通

（株）

（１３７百万円）

Ｅ．社会保険診

療報酬支払基金

（５５百万円）

Ｆ．国民健康

保険中央会

（４３百万円）

【一般競争入札】 【随意契約】 【随意契約】 【随意契約】

【随意契約】 【随意契約】

診療報酬

改定情報、

診療報酬

点数表な

どの情報

提供を

ホーム

ページ上

で行うため

の運用・保

レセプトデー

タ及び特定

健診情報・

特定保険指

導情報の保

管及び集配

業務

レセプト文

字データ

変換ソフト

の保守業

務・当該ソ

フトの利用

者を支援

するため

のサポート

サイトの運

用業務

レセプトデー

タ及び特定

健診情報・

特定保健指

導情報の分

析のための

データベー

スの運用業

務

レセプトデータ

及び特定健診

情報・特定保

健指導情報の

収集業務

レセプト

データの収

集業務



C.（株）NTTデータ G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 1 計 43

通信運搬費 レセプトデータの保管料及び運搬費 1 情報提供費 レセプトデータ抽出作業経費等 43

B.（株）ワンビシアーカイブズ F.国民健康保険中央会

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 43 計 55

データベース
メンテナンス

データベースメンテナンス経費 6

回線使用料 回線使用料 5

保守経費 メンテナンスシステム保守費、情報提
供システム保守・変更経費

32 情報提供費 レセプト及び特定健診データ抽出作業経費等 55

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.みずほ情報総研（株） E.社会保険診療報酬支払基金

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 137 計 0

保守経費 ソフトウェア保守費等 137

D.富士通（株） H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 87 計 0

データセンター
原状回復費

データセンター原状回復費 2

変換ツール・サポートサ
イトコンテンツ運用保守
費

文字ソフトマスター保守費、文字ソフト
保守費等

44

サポートサイト
運用保守費

インターネットデータセンタ運用保守
費、サポートサイトハード・ソフト保守

31

総合管理費 サーバー保守費、運用管理費等 9

(百万円） (百万円）



支出先上位１０者リスト
A.みずほ情報総研（株）

B.宮島印刷

Ｃ.（株）ＮＴＴデータ

Ｄ.富士通（株）

Ｅ.社会保険診療報酬支払基金

Ｆ.国民健康保険中央会

1 国民健康保険中央会 レセプトデータの収集業務 43 随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 社会保険診療報酬支払基レセプトデータ及び特定健診情報等の収集業務 55 随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 富士通（株） データベースの運用業務 137 随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）ＮＴＴデータ ソフトの保守業務・利用者支援サポートサイトの運用業務 87 随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）ワンビシアーカイブズ レセプトデータの保管及び運搬 1 随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 みずほ情報総研（株） ホームページの運用・保守 43 1 86.1

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率


	反映版 (2)

